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中学校の技術・家庭科
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1束京都文京区目白台１三１７－６郵便番号「１２振替・東京９０６３１

技術･家庭科教育の創造
烹謹編蝋鵜騨繍繍蝋撫Ａ５判上製価980円

技 術教育の学習心理
薦道喜著

技
清原道寿著

従来の産紫心理学研究で,現災の授堆場伽における生徒の‘拝'１心理過ハ:の
分析がなされなかった点を,,;|･III1i的な観察と詐細なデータによって克服し，
技術教育論を初めて体系化。Ａ５判上製函入価900円

青の原理と方法
''1学の.１２紫技術敬育のあり方を追求し続けてきた符者が,現在の技術岐新
を労働内容の変化のIiIiから分析し､労働力を育てるための技術教育の堆本
問題を検討し、原理と方法を究明した。Ａ５判上製函入価950円

新 しい家庭科の実践
教科の変遷と向主編成の歩みを縦糸に，小・'11．商校における内容の検

後藤豊治著討を横糸にして，家庭科教育の本髄に迫った。教材と教授法を大胆に組
みなおして，現場の悩みに応える。Ｂ６判上製価550円

技術教育星二災害問題
窓著撫繍繍椎撫鮒聯Ｂ６判価500円

改 訂食物学概論
妓近の研究成果をことごとく導入し，基礎栄養学と基礎食品学の概念を

稲垣長典著はじめ，個々 の問題をやさしく詳解した。学生・家庭科教師・調理研究
家必読の芥。 Ａ５判上製函入価950円
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加工学習のねらいと教材

･ず１６

１．子どもの製作経験と加工学習

中学校の技術・家庭科教育を考える場合に，小

学校での理科や図画工作科の製作学習が，どんな

ねらいで実施され，授業がどう展開されているか

を分析することは，大切なことと思う。

小学校で，教科として指導する製作例をあげて

みると，風ぐるま，粘土細工にはじまって，グラ

イダ，糸でんわ，ポンプ，’懐中電燈，寵磁石，本

立て，モータなどに至るまで，さまざまな製箪作学

習が，ある場合は，

「学習活動に興味や関心をもたせるために」

「原理や法則を理解させるために」

「工作する技術を養うために」

あるいは

「図工科の立場に立って」

などのそれぞれのねらいをもって実施されてい

る。（注１）

ところが，これらの製作学習に共通していえる

ことは，「半完成品を利用する場合が多いこと」

「製作することが，必ずしも目的とはならない」

「材料や，工具などについての系統だった指導

は，なされていないこと」

などが考えられる。

したがって，学習後に子どもたちに残るもの

２

保 泉信

守 町ロ
跨溌寺司諾忌潅屯壁曙要害壷昌一 唾且＄・塞由一

Iま，「作った」という経験と，いくぽくかの科学

知識を得たにすぎず,･製作学習での学習が整理さ

れないまま，中学校におくり込まれてくるのが現

状である。

指導計画を組むにあたって，考慮しなければな

らないことの一つに，中学入学前の製作経験から

学んだ経験的概念が，技術教育をすすめる場合，

障害になることがあり得るということである。

たとえば，金づちも，ハンマも，玄能も，すべ

て「トンカチ」であり，組立てることは，接着剤

でつけること，接誇剤，イコール「ボンド」であ

ること，設計すること，イコール「糸のこで切り

ぬくこと｣，塗料はすべて，「ニス」であることな

ど，いくつでもある。

これらの経験的に学んだ知識との関連で，中学

校の加工学習の教材を，発達段階に応じて組みか

え，技術的な能力や思考力を高めることに，この

教科の，とりわけ，加工学習の意義がある。

子どもの工作条件一つを考えてみても、木材を

ノコギリやカンナで切ったり，削ったりする工作

はきわめて少ないし，また，プラモデルなどの工

作でいえることなのだが，その製作過程では，工

具（ドライバですら）すら入り込む余地は少ない。

2．製作学習の意味
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中学校での技術家庭科教育は，人間が，労働手

段（工具や機械）を使って，「もの」特に，材料を

使用価値あるものに作りかえていく，その働きか

けについての科学や，同時に，その過程にでてく

る労働についての認識や実践力を高めていくこと

に意義がある。

つまり，人間は労働によって，自然を変革し，

社会を進歩発展させてきた。人間の自然のうちに

ねむっている諸能力を労働によって，よびさます

ことさえできる。

この労働の教育的価値を，クルプスカヤ（注２）

は，「幼稚園からはじまって，子どもたちは，労

働と，あらゆる材料と工具を使うことになれるの

.である。労働によって観察し，自分で考え，行動

することを学ぶ，子どもたちは，描き，・色をつ

け，粘土細工をし，切り抜き，糊ではる。小学校

は，幼稚園を継続し，ただ，作業が複難になり，

もっと，巧妙さ，辛抱強さ，自主性が要求され

る。…..…･……労働活動は，子どもたちの性癖，

噌好，才能を，いちはやいうちから，はっきり

と，示し……………労働学校は，詣め込み学校よ

りもよく，子どもたちの能力を発現させる」

と，労勘の教育的価値をのべている。

技術教育にかぎって，このことを考えてみる

と，工具や機械を使って，一つの製品を作りあげ

ることによって，その材料の'性質，強さ，しくみ

を理解させ，．切ったり削ったりする活動から，技

術のもつ法則や，労働手段や労働の過程を学ぶこ

とに意味がある。

たとえば，木材を理解させるために，比重を計

ったり，含水率を求めたり，鋼の断面をルーペで

観察させたり，炭素の含有鉄を黒板で教えたりす

るだけでは、技術教育の目標ほ達成できない。

3．何を教材の基盤とするか

昨年の12月発表の，「新指導要領案」によれば，

技術・家庭科教育の目標は，「計画，製作，整備

などに関する基礎的な技術を習得させ，その科学

的な根拠を理解させるとともに，技術を実際に活

用する能力を養う」とある。

この目標を達成するために，その内容の中に

「日常生活における家具の選択について指導す

る」「使用目的,条件,価格などに応じて，金属製

品の選び方を考えること」「生活を豊かにする

ための木材の生産について考える」「糸のこ盤

や自動カンナ盤，丸のこ盤などの木工機械は，そ

の指導を欠くことができる」「小型旋盤につい

ては，その指導を欠くことができる」とある。

これらの表現から考えられる，技術・家庭科教

育の「技術」の中味は，日常生活を明るく、豊か

にするための生活技術であり，その基盤を日常生

活の中に求めている。

今度の指導要領改訂の柱では，「内容の精選」

とうたいながらも，木工機械や旋盤その他の教材

の指導を欠くことができるとしたことを何と解釈

したらよいのだろう。技術は，歴史的にも，生産

とむすびついて＞進歩発展してきた。旋盤の歴史

をみても，モーズレイの旋盤にしる超硬合金のバ

イトも＞セラミック工具も，すべて生産現場の中

から進歩発展してきたのである。技術の基盤は生

産現場にあり，技術教育は，生産技術を基盤に

し，教材･を考えるべきである。

これは，従来の加工学習を藷えてみても，本立

て，ちりとり，ぶんちんなどを作りあげることに

忙殺され，「何を教えるのが｣そのねらいが忘られ

がちであった。その結果，ちりとりを作ったと.い

う「経験」と，前より上手に作れるようになった

という「能力」以上のものはなく，その系列に

は，，何の技術の系統′性も，順次‘性もない。

4．内容選定の基本的視点

①歴史的なうらづけをもたせること。

３



糸のこ盤や，丸のこ盤，角のみ盤や旋盤などの，

工作機械の指導を欠くことができるとした，「指

導要領案」また，ほぞ加工の指導も題材によって

は，欠くことができるとしたやり方は，これから

の技術・家庭科教育を軽視した方策としか考えら

れない。工具についても，手や道具が，人類の進

歩にはたした役割はきわめて大きい。製作学習の，

意義の重要な側面は手工具使用＝知能の発達に

あることは多くの心理学他の学問で実証されてい

る。簡単な工具を使って製作学習をすすめること

から，工具の系列や機械のしくみを教えることを

重視したい。

④強さや形を理解させること

あらゆる物体が，外部からの何らかの力を受け

ることを前提にして設計されている。その力に対

して合目的的な形で，製品は構成されていなけれ

ばならない。強さや形の面から，設計するとか，

製作するとかの能力を育てることは重要である。

設計が，形（デザイン）の追求のみにおわり，

糸のこ機で切り抜くとかの作業のみにおわってい

ることはないだろうか。１年の木工実習が，本立

ての側板の形の工夫のみにおわり，創造性をのば

したとの実践や，ぶんちんの形の工夫のみにおわ

る実践であってはならない。動荷重に耐える（た

とえば100ｋｇの荷重に耐えるこしかけの製作）教材･を

開拓しなくてはならない。その他

⑤安全の問題一通知以降の問題

⑥子どもの発達段階と教材との関係

⑦技術科･教師をとりまく諸条件

持時問，生徒数，施設・設備など

などいろいろな条件の中から教材が工夫される。

※注(1)「技術・家庭科教育の創造」国土社刊
注(2)岩波文庫「国民教育と民主主義」

（東京・府中第３中学校）
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加工学習では，物理学や工学がうらづけとな

る。工学の対象となるものについて考えてみよ

う。この科学は多くの場合が私たちの生活や生産

（産業）と密接に結びついているために，経済性

や社会性を無視することができない。

一般に歴史的に見通すことのできる判断力や態

度を育てておかないと，正しい価値判断ができな

くなると言えよう。現代のように，技術革新がさ

けばれ，その変遷のはげしい時代には，その基礎

の学問は，もちろんであるが，そのものを，表面

的，一面的に把えずに，その歴史的な流れの中で

正しい姿を把える態度が必要である。

たとえば，切削技術の進歩の中では，機械と工

具とは，お与いに，けん引車的な役割をはたしな

がら進歩発展してきた。1898年のティラー，ホワ

イトの高速度鋼の発明によって，工作機械の高速

化がはかられたこと，ソヴィエトのコレソフによ

って，作業能率が高められたこと（コレソフパイト）

などがある。

②設計製図の学習を見なおすこと。

とにかく，今までの設計の学習が，材料,機械，

工作法などの知識や経験のないままに，子どもた

ちの奇想な，その場かぎりの考えや，形のおもし

ろさを追求する方向に走りすぎていなかっただろ

うか。材料の強さや構造，機能，加工法および経

済性を考えることは，設計上，欠かせないことが

らである。

③工具や機械の学習を重んじること

加工学習の中で，工具や，機械の学習は，中心

となる。ところが，丸のこ盤や，自動かんな盤な

どのとりあげ方をみると，その各部の各称，操作

法，使用法のみの学習だけであり，教科書のとり

あげ方も，軽くとりあつかっているにすぎない。

もっと，構造やしくみ，働きなどの面から，学習

を深めることによって，より深い，より確かな，

加工技術，能力を身につけることが大切である。

４



「
４
Ｆ
」

く⑥

一

金属の表面処理を

理解させるための指導

燕諸井尚

＜玄能を教材に取り上げた意味＞

計画のなかで，まず考えたことは，作業実習の中でど
のように知識と技能の一元化をはかるかということであ

る。理論をむりに学習の中に体系づけたり，それが技術
・家庭科本来の目的からはなれ，職業準備教育的性格と
なったり，理論にあけくれする理論教科になったりする

のでは困る。たんなる知識のつめ込み，知識の暗記，技

能の訓練，技能の習得ではない。そこで私はこれについ
ては能動的実践力・創造的思考力と考えた。したがって
そのような力を育てるには学習をどう組織したらよいか
とつながってくるわけで，この教科は作業活動を主体と

して行なって行こうということで生徒に教材と取り組ま
せその中で動作を通して知識を理解させようとすること
である。このような意味で取り上げた。

Ｉ指導内容

目標１焼入れ，切削作業学習を通して，金属の性
質に関心を持たせる。

２手工具の基本的な取り扱い，仕上作業の科

学的・合理的使用法を理解させる。

３機械について切削の理論と結びつけて，機

講を理解させる。

４２人一組の作業学習を通して，協力の意義

を理解させるとともに，その態度を韮う。

５安全指導をする。

Ⅱ学習形態

１１週３時（１時間授業一理論的事前指導）
（２時間授業一作業学習）．

２指導時数１４時間一後述

３学習形態

・直接指導をなるべく多く取り入れたい（設備施設
の面から)。

・手にふれ作業してみて学ぶこと（個別指導ができ

るよう)。

・２年男子（１学級19名）学級の生活班の中から２

名一組で学習していく。

４学習を進めていく上での留意点

イ個別指導のできる場・時間を予め計画に入れて

おく。

ロ，作業段階を生徒に明確にはあくさせる。

ハ指導学級の生徒数を少なくするよう配慮してお

く。

二機械作業について，特に安全な方法の徹底をは
かり，必ず２名やるように指導する。

ホ作業指導表を作る（別表１)。

項目１基礎的知誠・理解

２基礎的動作・技能

３その他，特にその作業中の留意点

自主的に作業を進めて行く表であること。

作業の理解を深めるとともに自己評価，教師の評

価の資料にも活用する。

へグループについてはいろいろあるが，学級の生

活グループをもとにして必ず２名一組でやる（機

械への恐怖心を除くことと勇気と自信を持たせ

る）

ト能率の悪い生徒の対策をたてておく。

その日の授業のクラスの生徒が使用し，技術室を

５

本校では，３８年から２年生は半数学級で，作業学習
･(２時間）を進めている。今年の２年生の生活指導の重
・点は「自主的・創造的・活動的な生徒を育てる」であ
り，これにあわせ半数学級の学習を実施し，題材を手工
具と機械工作による教材として今年３回目になる組立式
の玄能を取り上げ，寸法と．仕上げに重点を置きながら，
焼入れ表面処理をする。

Ｆ、




























































































































